
貧
窮
す
る
女
性
た
ち

―
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
か
ら
―

三

舟

隆

之

Ⅰ
，
は
じ
め
に

『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
女
性
が
登
場
す
る
説
話
が
多
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
説
話
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
は
必
ず
し
も
幸
福
で
は
な
く
、

社
会
的
に
非
常
に
困
窮
し
て
い
る
女
性
た
ち
も
少
な
く
な
い
。『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
、
こ
れ
ら
の
貧
窮
す
る
女
性
の
宗
教
的
な
救
済
の

た
め
に
語
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
説
話
の
形
成
や
社
会
状
況
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
論
考
は
少
な
い
。
本
稿
で
は
、『
日
本
霊

異
記
』
に
登
場
す
る
貧
窮
す
る
女
性
に
関
す
る
説
話
を
取
り
上
げ
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

Ⅱ
，『
日
本
霊
異
記
』
に
見
え
る
女
性
と
貧
窮
者

『
日
本
霊
異
記
』
の
中
で
女
性
が
主
人
公
及
び
そ
れ
に
近
い
存
在
で
登
場
す
る
説
話
は
二
十
九
話
が
あ
る
が
、
登
場
す
る
女
性
の
階
層
は
、

皇
族
（
中
巻
十
四
縁
）
や
郡
司
層
（
下
巻
二
十
六
縁
）
か
ら
尼
僧
（
上
巻
三
十
五
縁
・
下
巻
九
縁
）・
貧
窮
者
ま
で
、
幅
広
い
階
層
で
あ
る
。

そ
の
内
容
も
畿
内
で
布
教
す
る
行
基
に
関
係
す
る
説
話
か
ら
、
道
場
法
師
の
孫
娘
な
ど
の
よ
う
に
地
方
を
舞
台
と
し
た
内
容
ま
で
多
岐
に
わ
た
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り
、
一
様
で
は
な
い
。
階
層
別
に
分
け
る
と
富
裕
階
級
で
は
、
郡
司
層
の
田
中
真
人
広
虫
女
（
下
巻
二
十
六
縁
）
や
大
領
に
嫁
い
だ
道
場
法
師

孫
娘
（
中
巻
二
十
七
縁
）、
同
様
に
在
地
有
力
豪
族
層
と
推
測
さ
れ
る
横
江
臣
成
刀
自
女
（
下
巻
十
六
縁
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
ま
た
利
苅
優

婆
夷
（
中
巻
十
九
縁
）
は
渡
来
人
の
利
苅
村
主
氏
の
出
身
、
忌
部
多
夜
須
子
（
下
巻
二
十
縁
）・
布
敷
臣
衣
女
（
中
巻
二
十
五
縁
）
な
ど
も
地

方
豪
族
の
出
身
と
思
わ
れ
、
鏡
作
造
万
の
子
（
中
巻
三
三
縁
）
な
ど
と
共
に
富
裕
有
力
者
階
層
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
漆
部
造
麿

妾
（
上
巻
十
三
縁
）
や
海
使
蓑
女
（
中
巻
四
十
二
縁
）
な
ど
は
貧
窮
者
と
し
て
の
階
層
に
位
置
し
、
中
巻
二
十
縁
で
も
国
司
に
娘
が
嫁
い
だ
母

は
「
貧
し
き
家
に
依
り
」
と
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
中
で
貧
窮
者
が
主
人
公
と
さ
れ
る
説
話
は
九
話
あ
り
、
そ
の
内
八
話
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
そ
の

内
容
を
見
る
と
、
上
巻
十
三
縁
（
神
仙
思
想
）・
三
十
三
縁
（
寡
婦
）、
中
巻
十
四
縁
（
女
王
）・
二
十
八
縁
・
三
十
四
縁
（
孤
児
）・
四
十
二

縁
、
下
巻
十
一
縁
（
盲
目
）・
十
二
縁
（
盲
目
）・
三
十
四
縁
（
病
気
）
で
あ
り
、
貧
窮
の
理
由
と
し
て
は
、
父
母
の
死
別
や
配
偶
者
と
の
別

離
、
あ
る
い
は
盲
目
な
ど
の
障
害
や
病
気
な
ど
が
直
ち
に
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
、
生
活
困
窮
に
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
貧
窮

者
に
関
す
る
説
話
で
主
人
公
に
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い
背
景
に
は
、
女
性
の
地
位
も
問
題
と
な
ろ
う
。
律
令
で
は
実
際
に
鰥
寡
孤
独
者
に
対
し

て
救
済
の
規
定
が
あ
る
が
、『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
中
で
も
当
然
、
仏
教
信
仰
の
功
徳
と
し
て
宗
教
的
な
救
済
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
対

象
と
な
る
仏
像
は
観
音
が
多
く
（
中
巻
三
十
四
縁
・
四
十
二
縁
、
下
巻
十
二
縁
）、
次
い
で
釈
迦
如
来
・
薬
師
如
来
・
吉
祥
天
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
の
中
で
は
、
貧
窮
す
る
女
性
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
、
次
に
そ
の
よ
う
な
事
例
の
説
話
を
取

り
上
げ
て
み
た
い
。

Ⅲ
，
貧
窮
す
る
女
性
の
説
話

初
め
に
挙
げ
る
説
話
は
王
族
に
列
す
る
女
性
で
は
あ
る
が
、
貧
窮
の
状
況
に
あ
る
。
ま
ず
説
話
本
文
を
挙
げ
て
、
貧
窮
の
状
況
を
検
証
し
た
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い
。

一
)「
窮
し
き
女
王
、
吉
祥
天
女
の
像
に
帰
敬
し
、
現
報
を
得
る
縁
」
中
巻
第
十
四
縁(1
)

聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
王
宗
二
十
三
人
、
同
じ
心
に
結
び
、
次
第
に
食
を
為
り
て
宴
楽
を
設
備
け
き
。
ひ
と
り
の
窮
し
き
女
王
あ
り

て
、
宴
衆
の
列
に
入
れ
り
。
二
十
二
王
は
、
次
第
を
も
て
宴
楽
を
設
く
る
こ
と
す
で
に
を
は
り
ぬ
。
た
だ
し
こ
の
女
王
の
み
は
、
ひ
と
り

い
ま
だ
食
を
設
け
ず
。
食
を
備
け
む
に
便
な
し
。

大
き
に
貧
報
を
恥
ぢ
、
諾
楽
の
左
京
の
服
部
堂
に
至
り
、
吉
祥
天
女
の
像
に
対
面
し
て
、
哭
き
て
ま
う
さ
く
、「
わ
れ
、
先
の
世
に
貧

窮
の
因
を
殖
ゑ
て
、
今
窮
報
を
受
く
。
わ
れ
、
互
ひ
に
食
の
た
め
に
宴
の
会
に
入
り
、
徒
に
人
の
物
を
噉
ふ
の
み
に
し
て
、
食
を
設
け
む

に
便
な
し
。
願
は
く
は
わ
れ
に
財
を
賜
へ
」
と
ま
う
す
。

時
に
、
そ
の
女
王
の
児
、
忩
々
ぎ
走
り
来
て
、
母
に
ま
う
し
て
い
は
く
、「
快
し
く
故
京
よ
り
食
を
備
け
て
来
れ
り
」
と
い
ふ
。
母
の

王
聞
き
て
、
走
り
到
り
て
見
れ
ば
、
王
を
養
し
し
乳
母
な
り
。
乳
母
談
り
て
い
は
く
、「
わ
れ
、
客
を
得
た
り
と
聞
け
り
。
そ
ゑ
に
食
を

具
へ
て
来
つ
」
と
い
ふ
。
そ
の
飲
食
蘭
し
く
、
美
味
く
芬
馥
り
て
、
比
な
く
等
し
き
も
の
な
し
。
具
足
は
ぬ
物
な
し
。
設
く
る
器
み
な
鋎

に
し
て
、
荷
は
し
む
る
ひ
と
三
十
人
な
り
。

王
衆
皆
来
り
て
、
饗
を
受
け
て
喜
ぶ
。
そ
の
食
、
先
の
王
衆
よ
り
も
倍
す
。
讃
め
て
「
富
め
る
王
な
り
」
と
称
ひ
、「
し
か
ら
ず
は
、

な
に
ぞ
貧
し
く
し
て
、
あ
へ
て
能
く
余
し
溢
し
飽
き
盈
て
む
や
。
わ
が
先
に
設
け
し
よ
り
佐
れ
た
り
」
と
い
ふ
。
儛
歌
の
奇
異
し
き
こ

と
、
鈞
天
の
楽
の
ご
と
し
。
あ
る
い
は
衣
を
脱
ぎ
て
与
へ
、
あ
る
い
は
裳
を
脱
ぎ
て
与
へ
、
あ
る
い
は
銭
・
絹
・
布
・
綿
等
を
送
る
。
悦

の
望
ひ
に
勝
へ
ず
し
て
、
得
た
る
衣
と
裳
と
を
捧
げ
て
、
乳
母
に
著
せ
た
り
。

し
か
し
て
後
に
、
堂
に
参
り
、
尊
像
を
拜
ま
む
と
す
る
に
、
乳
母
に
著
せ
た
り
し
衣
と
裳
と
は
、
そ
の
天
女
の
像
に
被
れ
り
。
疑
ひ
て

往
き
て
問
ふ
に
、
乳
母
、「
知
ら
ず
」
と
答
へ
き
。
定
め
て
知
る
、
菩
薩
の
感
応
し
て
賜
は
り
し
こ
と
を
。
よ
り
て
大
き
に
財
に
富
み
、

貧
窮
の
愁
を
免
れ
き
。
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こ
れ
奇
異
し
き
事
な
り
。

説
話
の
概
要
は
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
一
人
の
貧
し
い
女
王
が
同
じ
系
譜
の
王
族
の
宴
席
に
加
わ
り
、
饗
応
の
順
番
が
来
た
の
に
貧
し
さ
の

た
め
に
用
意
が
出
来
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
左
京
の
服
部
堂
に
参
拝
し
て
吉
祥
天
女
像
に
前
世
で
の
貧
因
を
懺
悔
し
、
財
貨
を
賜
る
こ
と
を
願
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
飛
鳥
古
京
か
ら
乳
母
が
た
く
さ
ん
の
美
味
な
ご
馳
走
と
き
ら
び
や
か
な
食
器
を
持
参
し
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
宴
席
の
王
族

が
大
変
満
足
し
た
の
で
、
女
王
が
贈
ら
れ
た
衣
を
乳
母
に
着
せ
て
帰
し
た
。
後
日
お
礼
に
服
部
堂
に
参
拝
し
た
と
こ
ろ
、
乳
母
に
着
せ
た
衣
が

吉
祥
天
女
に
掛
か
っ
て
い
た
の
で
、
女
王
の
信
心
に
吉
祥
天
女
が
感
応
し
た
と
い
う
吉
祥
天
女
感
応
譚
で
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
に
見
え
る
吉
祥
天
女
感
応
譚
に
は
、
他
に
は
中
巻
十
三
縁
の
和
泉
国
和
泉
郡
血
渟
山
寺
の
説
話
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
聖
武

天
皇
の
時
代
に
、
和
泉
国
泉
郡
血
渟
山
寺
で
修
行
を
し
て
い
た
信
濃
国
の
優
婆
塞
が
吉
祥
天
女
に
愛
欲
を
感
じ
、
そ
の
信
仰
心
に
吉
祥
天
女
が

感
応
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る(2
)。

し
か
し
同
じ
吉
祥
天
女
感
応
譚
で
も
、
中
巻
十
四
縁
は
内
容
的
に
は
他
の
観
音
感
応
譚
と
も
共
通
す
る
内
容

で
、
こ
ち
ら
で
は
左
京
の
服
部
堂
の
吉
祥
天
女
感
応
譚
と
な
っ
て
い
る
。

吉
祥
天
女
は
仏
教
の
天
部
の
女
神
で
、
も
と
も
と
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
で
あ
る
。
仏
教
で
は
鬼
子
母
神
の
娘
で
毘
沙
門

天
の
妻
で
、『
金
光
明
経
』
に
「
功
徳
天
品
」、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
「
大
吉
祥
天
女
品
」・「
吉
祥
天
女
増
長
財
物
品
」
と
し
て
あ
り
、

貧
窮
や
業
障
を
除
き
富
貴
を
施
す
神
と
し
て
知
ら
れ
る
。
吉
祥
天
に
対
す
る
信
仰
は
吉
祥
天
悔
過
と
し
て
知
ら
れ
、
天
平
勝
宝
元
年
（
７
４

９
）
正
月
丙
寅
条
が
正
月
吉
祥
天
悔
過
の
始
ま
り
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
７
６
７
）
正
月
己
未
条
に
よ
れ
ば
、
諸
国
の
吉

祥
天
悔
過
は
神
護
景
雲
元
年
に
始
ま
り
、「
正
倉
院
文
書
」
に
は
天
平
宝
字
八
年
（
７
６
４
）
三
月
一
七
日
「
吉
祥
悔
過
所
請
雑
物
解
案
帳
」

が
見
え
る(3
)。

一
方
、「
女
王
」
は
王
族
を
示
す
身
分
で
、「
継
嗣
令
」
で
は
天
皇
か
ら
一
世
の
皇
子
を
「
親
王
」、
二
世
か
ら
四
世
ま
で
の
皇
孫
・
皇
曾

孫
・
皇
玄
孫
ま
で
を
「
諸
王
」
と
す
る
が
、
そ
の
後
慶
雲
三
年
（
７
０
６
）
に
は
五
世
王
ま
で
が
皇
親
と
さ
れ
た
。
諸
王
は
蔭
位
で
五
位
以
上

に
叙
さ
れ
、
季
禄
・
時
服
料
・
女
王
禄
を
支
給
さ
れ
る
。
皇
族
の
禄
は
「
禄
令
」
11
皇
親
条
に
よ
れ
ば
、「
凡
皇
親
、
年
十
三
以
上
、
皆
給
二
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時
服
料
一。
春
、
絁
二
疋
、
糸
二
絇
・
布
四
端
、
鍬
十
口
。
秋
、
絁
二
疋
、
綿
二
屯
・
布
六
端
・
鉄
四
廷
〈
其
給
二
乳
母
一
王
者
、
絁
四
疋
、
糸

八
絇
、
布
十
二
端
〉」
と
あ
る(4
)。

ま
た
「
後
宮
職
員
令
」
17
親
王
及
子
乳
母
条
に
よ
れ
ば
、「
凡
親
王
及
子
者
、
皆
給
二
乳
母
一。
親
王
三
人
、
子

二
人
」
と
あ
っ
て(5
)、

乳
母
が
支
給
さ
れ
る
の
は
二
世
王
ま
で
で
あ
る
の
で(6
)、

説
話
の
「
女
王
」
に
は
乳
母
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
女
王
」
は
二
世
王
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
二
世
王
は
時
服
支
給
量
も
多
い
こ
と
か
ら
そ
れ
な
り
の
経
済
力
が
存
在
し

た
は
ず
な
の
で
、
こ
の
女
王
が
貧
窮
の
状
況
に
陥
っ
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。『
続
日
本
紀
』
天
平
五
年
（
７
３
３
）
閏
三
月
己
巳
条
に
は
、

「
諸
王
飢
乏
者
二
百
十
三
人
、
召
二
入
殿
前
一、
各
賜
二
米
塩
一
」
と
あ
っ
て(7
)、

窮
乏
す
る
皇
族
の
例
が
知
ら
れ
る
が
、
人
数
が
多
い
の
で
「
諸

生
」
の
誤
り
と
さ
れ
て
い
る(8
)。

ま
た
伴
瀬
明
美
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
親
王
へ
の
国
家
的
給
付
は
有
品
親
王
に
限
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い

は
こ
の
女
王
が
無
品
親
王
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
外
戚
と
な
る
貴
族
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ

も
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
女
王
は
外
戚
氏
族
も
没
落
し
た
王
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
子
が
乳
母
の
到
来
を
知
ら
せ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
子
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
家
族
が
登
場
し
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
女
王
に
は
配
偶
者
は

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
見
え
る
皇
族
に
は
聖
徳
太
子
（
上
巻
四
縁
）・
長
屋
王
（
中
巻
一
縁
）・
宇
治
王
（
中
巻
三
十
五
縁
）

が
い
る
が
、
長
屋
王
・
宇
治
王
は
僧
へ
の
迫
害
で
悪
報
を
受
け
る
話
で
あ
り
、
貧
窮
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
女
王
の
説
話
の
み
が
貧
窮
と

関
係
す
る
の
は
、
や
は
り
女
性
で
あ
る
こ
と
が
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
比
較
の
た
め
に
、
同
類
異
話
で
あ
る
中
巻
三
十
四
縁
を

見
て
み
た
い
。

二
）「
孤
の
嬢
女
、
観
音
の
銅
像
に
憑
み
敬
ひ
、
奇
し
き
表
を
示
し
て
、
現
報
を
得
る
縁
」
中
巻
第
三
十
四
縁(9
)

諾
楽
の
右
京
の
殖
槻
寺
の
ほ
と
り
の
里
に
、
ひ
と
り
の
孤
の
嬢
あ
り
き
。
い
ま
だ
嫁
が
ず
し
て
夫
な
し
。
姓
名
詳
ら
か
な
ら
ず
。
父
母

あ
り
し
時
に
、
多
く
饒
か
に
し
て
財
に
富
み
、
あ
ま
た
屋
・
倉
を
作
り
、
観
世
音
菩
薩
の
銅
像
を
一
体
鋳
た
て
ま
つ
れ
り
。
高
さ
二
尺
五

寸
な
り
。
家
を
隔
て
て
仏
殿
を
成
し
、
そ
の
像
を
安
き
ま
つ
り
て
供
養
せ
り
。

聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
父
母
命
終
し
て
、
奴
婢
逃
げ
散
れ
、
馬
牛
死
に
亡
す
。
財
を
失
ひ
家
貧
し
く
、
ひ
と
り
空
し
き
宅
を
守
り
、
昼
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も
夜
も
哀
し
び
啼
く
。
流
へ
聞
く
、「
観
音
菩
薩
は
、
願
ふ
と
こ
ろ
を
よ
く
与
へ
た
ま
ふ
」。
そ
の
銅
像
の
み
手
に
繩
を
繋
け
て
牽
き
、
花

香
と
燈
と
を
供
へ
、
福
分
を
願
ひ
て
ま
う
さ
く
、「
わ
れ
す
な
は
ち
一
子
に
し
て
、
父
母
な
し
。
孤
に
し
て
た
だ
独
を
り
。
財
亡
く
し
て

家
貧
し
く
、
身
を
存
へ
む
に
便
な
し
。
願
は
く
は
わ
れ
に
福
を
施
し
た
ま
へ
。
早
く
貺
へ
。
す
み
や
か
に
施
し
た
ま
へ
」
と
ま
う
し
て
、

昼
も
夜
も
哭
き
願
ふ
。

里
に
富
め
る
ひ
と
あ
り
。
妻
死
に
て
鰥
な
り
。
こ
の
嬢
を
見
て
、
媒
を
通
し
て
伉
儷
ふ
。
嬢
答
へ
て
い
は
く
、「
わ
れ
い
ま
貧
し
き
身

な
り
。
裸
衣
に
し
て
被
る
も
の
な
し
。
な
に
す
れ
ぞ
面
を
障
へ
て
、
参
ゐ
向
き
て
相
語
は
む
」
と
い
ふ
。
媒
、
還
り
て
状
を
壮
に
告
ぐ
。

壮
聞
き
て
い
は
く
、「
そ
の
身
貧
窮
に
し
て
衣
服
な
き
は
、
わ
が
明
ら
か
に
知
る
と
こ
ろ
な
り
。
た
だ
聴
さ
む
や
い
な
や
」
と
い
ふ
。
媒

往
き
て
告
げ
知
ら
す
。
嬢
な
ほ
し
「
否
」
と
辞
ぶ
。
壮
強
ひ
て
入
り
嬲
る
。
す
な
は
ち
心
に
聴
許
し
、
壮
と
交
は
る
。

明
く
る
日
終
日
に
雨
降
り
て
止
ま
ず
。
雨
に
障
り
て
避
さ
ら
ず
し
て
、
三
日
留
ま
れ
り
。
壮
飢
ゑ
て
い
は
く
、「
わ
れ
飢
ゑ
た
り
。
飯

を
た
ま
へ
」
と
い
ふ
。
妻
い
は
く
、「
今
進
ら
む
」
と
い
ふ
。
起
ち
て
竃
に
火
を
燃
き
、
空
し
き

を
居
き
、
頬
を
押
へ
て
蹲
り
、
空
し

き
屋
に
入
る
。
徘
徊
り
て
大
き
に
嗟
き
て
、
口
を
嗽
ぎ
手
を
洒
ひ
て
、
堂
の
内
に
参
ゐ
入
り
、
像
に
繋
け
た
る
繩
を
引
き
て
、
涕
泣
き
て

ま
う
し
て
い
は
く
、「
恥
を
受
け
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
わ
れ
に
す
み
や
か
に
財
を
施
し
た
ま
へ
」
と
ま
う
す
。
罷
り
出
で
て
先
の
ご
と

く
に
、
空
し
き
竃
戸
に
向
か
ひ
、
頬
を
押
へ
て
蹲
る
。

こ
こ
に
日
の
申
の
時
に
、
忽
ち
に
門
を
叩
き
て
人
を
喚
ぶ
。
出
で
て
見
れ
ば
、
隣
の
富
め
る
家
の
乳
母
あ
り
。
大
き
櫃
に
百
味
の
飲
食

を
具
へ
納
め
、
美
味
く
芬
馥
り
、
具
は
ら
ぬ
物
な
し
。
器
は
、
み
な
鋎
・
牒
子
な
り
。
す
な
は
ち
与
へ
て
い
は
く
、「
客
人
あ
り
と
聞
く

が
ゆ
ゑ
に
、
隣
の
大
家
、
つ
ぶ
さ
に
物
を
進
り
納
る
。
た
だ
し
器
は
後
に
た
ま
へ
」
と
い
ふ
。
嬢
、
大
き
に
歓
喜
び
て
、
幸
の
心
に
勝
へ

ず
、
著
た
る
黒
き
衣
を
脱
ぎ
て
、
使
に
与
へ
て
い
は
く
、「
物
の
献
る
べ
き
な
し
。
た
だ
し
垢
つ
く
衣
の
み
あ
り
。
幸
し
く
も
受
け
用
ゐ

よ
」
と
い
ふ
。
使
の
母
取
り
て
着
て
、
急
々
や
か
に
還
り
去
る
。
食
を
夫
に
饗
す
る
に
、
食
を
見
て
怪
し
び
、
そ
の
食
を
見
ず
し
て
、
な

ほ
し
妻
の
面
を
瞻
る
。
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明
日
夫
去
る
と
き
に
、
絹
十
疋
･米
十
俵
を
妻
に
送
り
て
い
は
く
、「
絹
は
颯
や
か
に
衣
被
に
縫
ひ
、
米
は
急
や
か
に
酒
に
作
れ
」
と
い

ふ
。
嬢
、
そ
の
富
め
る
家
に
往
き
て
、
幸
の
心
を
述
べ
て
慶
び
貴
ぶ
。
隣
の
家
室
い
は
く
、「
癡
な
る
嬢
子
な
る
か
な
。
も
し
、
鬼
に
託

へ
る
か
。
わ
れ
は
知
ら
ず
」
と
い
ふ
。
そ
の
使
な
ほ
し
い
は
く
、「
わ
れ
も
ま
た
知
ら
ず
」
と
い
ふ
。
嘖
め
ら
れ
て
家
に
帰
り
、
常
の
ご

と
く
に
礼
せ
む
と
し
て
、
堂
に
入
り
て
見
れ
ば
、
使
に
着
せ
た
り
し
黒
き
衣
、
銅
像
に
被
れ
り
。

こ
こ
に
す
な
は
ち
知
る
、
観
音
の
示
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
し
こ
と
を
。
よ
り
て
因
果
を
信
じ
、
増
加
慇
ろ
に
懃
め
て
、
そ
の
像
を
恭

敬
し
ま
つ
る
。
こ
れ
よ
り
以
来
、
本
の
大
き
な
る
富
を
得
、
飢
ゑ
を
脱
れ
愁
れ
へ
な
く
、
夫
も
妻
も
夭
に
な
り
ぬ
る
こ
と
な
く
、
命
を
全

く
し
身
を
存
へ
き
。

こ
れ
奇
異
し
き
事
な
り
。

本
説
話
の
概
要
は
、
奈
良
の
右
京
の
殖
槻
寺
の
近
く
の
里
に
一
人
の
孤
児
の
未
婚
の
女
が
い
た
。
父
母
存
命
中
は
家
は
裕
福
で
、
観
世
音
菩

薩
の
銅
像
を
鋳
造
し
邸
内
の
仏
殿
に
安
置
し
て
供
養
し
て
い
た
。
聖
武
天
皇
の
時
代
に
父
母
が
亡
く
な
っ
て
貧
窮
し
、
一
人
に
な
っ
て
空
し
く

観
音
菩
薩
に
福
分
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
里
に
妻
を
亡
く
し
た
裕
福
な
男
が
い
て
、
仲
人
を
通
じ
て
結
婚
を
申
し
込
む
が
貧
窮
を
理

由
に
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
は
強
引
に
女
の
家
に
行
き
夫
婦
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
雨
が
続
き
、
夫
に
食
べ
さ
せ
る
も
の
が
全
く

な
か
っ
た
の
で
、
観
音
菩
薩
に
財
産
を
施
す
よ
う
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
隣
家
の
乳
母
が
た
い
そ
う
美
味
な
ご
馳
走
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の

で
、
女
は
喜
び
著
て
い
た
衣
を
与
え
た
。
後
日
お
礼
に
観
音
像
に
参
拝
し
た
と
こ
ろ
、
観
音
像
に
着
物
が
掛
か
っ
て
い
た
、
と
い
う
感
応
譚
で

あ
る
。

ま
ず
舞
台
と
な
る
諾
楽
右
京
の
殖
槻
寺
は
平
城
京
右
京
九
条
三
坊
に
所
在
し
、
殖
槻
八
幡
宮
の
付
近
と
さ
れ
る
。『
元
亨
釈
書
』
巻
十
六
に

は
「
釈
浄
達
、
入
新
羅
求
法
、
慶
雲
四
年
来
帰
。
和
銅
二
年
十
月
、
右
僕
射
不
比
等
就
植
槻
道
場
、
延
達
修
維
摩
会
」
と
あ
り(10
)、

そ
の
他
「
正

倉
院
文
書
」
の
写
経
関
係
の
史
料
に
も
寺
名
が
い
く
つ
か
見
え
る
の
で(11
)、

奈
良
時
代
初
期
に
は
存
在
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
藤
原
氏
と
の

関
係
が
深
か
っ
た
ら
し
い
。
関
係
す
る
史
料
と
し
て
は
「
植
槻
道
場
縁
起
」
が
あ
る
が
、
そ
の
史
料
性
は
乏
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(12
)。
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殖
槻
寺
の
比
定
地
も
大
和
郡
山
市
の
殖
槻
八
幡
宮
周
辺
と
さ
れ
、
付
近
か
ら
古
瓦
も
出
土
す
る
と
こ
ろ
か
ら
保
井
芳
太
郎
や
福
山
敏
男
に
よ
る

比
定
も
行
わ
れ
て
い
る
が(13
)、

よ
く
分
か
ら
な
い
。

次
に
主
人
公
の
女
性
で
あ
る
が
、『
令
義
解
』
戸
令
鰥
寡
条
に
依
れ
ば
、「
孤
」
は
父
の
い
な
い
十
六
歳
以
下
で(14
)、

四
歳
以
上
か
ら
十
六
歳
以

下
は
「
小
」
で
あ
る
か
ら(15
)、

こ
の
女
性
の
年
齢
は
四
～
十
六
歳
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
戸
令
」
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
十
三
歳
以
上
な
ら
ば
結

婚
が
許
さ
れ
る
か
ら
、
具
体
的
に
は
十
三
～
十
六
歳
の
年
頃
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
夫
と
な
る
男
は
「
鰥
」
と
あ
る
か
ら
「
律
令
」
の
規
定
通
り

だ
と
す
れ
ば
、
六
十
一
歳
以
上
六
十
五
歳
以
下
の
妻
の
い
な
い
男
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
仲
人
が
い
な
が
ら
当
初
拒
否
し
た
の
は
、
年
齢
差
も

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

女
性
の
家
は
父
母
存
命
中
は
多
く
の
屋
と
倉
が
存
在
し
仏
殿
も
存
在
し
、
さ
ら
に
奴
婢
･馬
牛
も
い
た
か
ら
、
相
当
の
富
裕
者
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。
ま
た
二
尺
五
寸
（
約
七
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
銅
造
の
観
音
菩
薩
像
を
鋳
造
で
き
た
の
も
、
そ
の
経
済
力
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
家
と
は
別
に
仏
殿
に
安
置
し
て
供
養
し
、「
堂
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
敷
地
内
に
仏
堂
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
父
母
が
聖
武
天
皇
の
時
代
に
亡
く
な
っ
た
の
は
、
天
平
九
年
の
疫
病
流
行
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
親
が
亡
く
な
れ
ば
、
直
ち
に

貧
窮
に
直
面
す
る
こ
と
を
こ
の
説
話
は
示
し
て
い
る
。「
戸
令
」
鰥
寡
条
で
は
「
凡
鰥
寡
、
孤
独
、
老
疾
、
不
レ
能
二
自
存
一
者
、
令
二
近
親
収
養

一。
若
無
二
近
親
一、
付
二
坊
里
一、
安
恤
」
と
あ
る
が(16
)、

実
際
に
は
孤
児
は
多
く
は
路
頭
を
迷
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳

（
７
５
６
）
十
二
月
乙
未
条
で
は
「
先
レ
是
、
有
二
恩
勅
一、
収
二
集
京
中
孤
児
一
而
給
二
衣
粮
一
養
之
。
至
レ
是
、
男
九
人
、
女
一
人
成
レ
人
。
因
賜

二
葛
木
連
姓
一、
編
二
附
紫
微
少
忠
従
五
位
上
葛
木
連
戸
主
之
戸
一。
以
成
二
親
子
之
道
一
矣
」
と
あ
り(17
)、

そ
の
後
も
『
延
喜
式
』
な
ど
で
は
孤
児
は

施
薬
院
や
悲
田
院
に
贈
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
恒
常
的
に
孤
児
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

宝
亀
四
年
（
７
７
３
）
太
政
官
符
案
で
は
、
左
京
の
賑
給
の
対
象
と
し
て
「
九
千
七
百
三
人
〈
男
四
千
百
十
二
人
女
五
千
五
百
九
十
一
人
〉」

と
い
う
数
を
示
し
、
こ
の
内
鰥
寡
孤
独
者
に
対
し
て
は
、「
鰥
八
百
五
十
三
人
〈
年
六
十
已
上
〉」、「
孤
二
千
七
百
八
十
一
人
（
中
略
）〈
年
十

六
已
下
女
一
千
百
三
十
七
人
〉」
と
あ
る(18
)。

こ
の
数
を
信
じ
れ
ば
、
説
話
の
主
人
公
の
女
性
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
者
は
、
多
数
い
た
と
思
わ
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れ
る
。
ま
た
そ
の
他
窮
乏
者
も
「
七
百
人
」
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
三
月
壬
辰
条
の
「
賑
二
給
左
右
京
飢
人
一
」
と
対
応

す
る
と
さ
れ
る
。
吉
野
秋
二
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
賑
給
の
対
象
者
で
は
女
性
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら(19
)、『

日
本
霊
異
記
』
の

説
話
で
も
窮
乏
す
る
女
性
を
主
人
公
と
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
説
話
の
主
人
公
は
富
裕
者
の
娘
で
あ
る
が
、『
宇
津
保
物
語
』「
俊
蔭
」
で
も
俊
蔭
の
死
去
後
、
さ
ら
に
乳
母
ま
で
死
去
し
て
娘
一
人
残
さ

れ
、
一
人
の
使
用
人
も
残
ら
ず
去
っ
て
朽
ち
果
て
た
邸
宅
に
住
み
、
落
ち
ぶ
れ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
俊
蔭
の
女
は
子
と
二
人
で

暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
世
話
を
し
て
い
た
老
女
ま
で
が
亡
く
な
る
と
、「
か
ゝ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
子
五
つ
に
な
る
年
、
秋
つ
か
た
嫗
死
ぬ
。
こ

の
親
子
、
い
さ
ゝ
か
物
食
う
ふ
こ
と
も
無
く
な
り
ぬ
。
(中
略
)。
こ
の
後
は
山
に
入
り
て
、
見
せ
知
ら
せ
し
薯
蕷
、
野
老
を
掘
り
て
、
木
の

実
、
葛
の
根
を
掘
り
て
養
ふ
」
と
い
う
状
況
ま
で
貧
窮
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る(20
)。

そ
の
他
『
落
窪
物
語
』
な
ど
の
物
語
で

も
、
両
親
が
死
ん
だ
場
合
忽
ち
に
没
落
す
る
説
話
は
少
な
く
な
い
。

ま
た
奴
婢
は
令
制
に
お
け
る
賤
民
で
売
買
･譲
渡
･寄
進
の
対
象
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
（
646）
三
月
甲
申
条
に
は
「
復
有
二

奴
婢
一、
欺
二
主
貧
困
一、
自
託
二
勢
家
一、
求
レ
活
」
と
あ
っ
て(21
)、

本
説
話
の
よ
う
に
奴
婢
の
所
有
者
が
貧
窮
し
た
場
合
、
奴
婢
自
ら
逃
亡
し
勢
力
者

に
生
活
を
求
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
説
話
の
状
況
は
必
ず
し
も
創
作
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
状
況
で
は
身
近
に

存
在
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

孤
児
の
女
性
は
結
婚
し
た
こ
と
で
、
夫
か
ら
「
ツ
マ
ド
ヒ
ノ
モ
ノ
」
と
し
て
「
絹
十
疋
米
十
俵
」
を
贈
ら
れ
る
が
、
米
一
俵
は
五
斗
で
あ
る

か
ら
米
十
俵
は
五
石
に
相
当
す
る
。
こ
の
米
を
酒
造
の
原
料
に
す
る
と
な
れ
ば
、
米
七
斗
か
ら
一
石
の
酒
が
出
来
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
七
石
の

酒
を
醸
造
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
る(22
)。『

日
本
霊
異
記
』
で
は
、
女
性
が
酒
造
を
行
っ
て
そ
れ
を
出
挙
し
て
利
益
を
得
て
い
る
説
話
が

中
巻
三
十
二
縁
と
下
巻
二
十
六
縁
に
あ
る
の
で
、
同
様
に
こ
の
方
法
で
富
む
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
観
音
信
仰
の
結
果
、
裕
福
に

な
っ
て
長
命
を
得
る
こ
と
は
最
上
の
現
報
で
あ
る
か
ら
、
例
証
話
と
し
て
説
得
力
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
反
対
に
そ
の
よ
う
な
恩
恵
が
な
け
れ

ば
、
直
ち
に
死
に
結
び
つ
く
生
活
の
現
状
も
暗
に
物
語
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
中
巻
十
四
縁
と
中
巻
三
十
四
縁
は
乳
母
が
登
場
し
、
そ
れ
が
吉
祥
天
女
や
観
音
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
点
が
非
常
に
近
い
内
容

で
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
同
類
異
話
で
あ
る
。
さ
ら
に
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
同
様
な
観
音
信
仰
の
物
語
に
中
巻
四
十
二
縁
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

三
)「
極
め
て
窮
し
き
女
、
千
手
観
音
の
像
を
憑
み
敬
ひ
、
福
分
を
願
ひ
て
、
大
き
な
る
富
を
得
る
縁
」
中
巻
第
四
十
二
縁

海
の
使
䒾
女
は
、
諾
楽
の
左
京
の
九
条
二
坊
の
人
な
り
き
。
九
の
子
を
産
生
み
、
極
め
て
窮
し
き
こ
と
比
な
く
、
生
活
く
る
こ
と
能
は

ず
。
向
穗
寺
の
千
手
の
像
に
し
て
、
福
分
を
願
ひ
、
一
年
に
満
ず
。

大
炊
の
天
皇
の
み
世
の
天
平
宝
字
の
七
年
の
癸
卯
の
冬
の
十
月
十
日
に
、
慮
は
ぬ
外
に
、
あ
へ
て
そ
の
妹
来
り
、
皮
の
櫃
を
姉
に
寄
せ

て
往
く
。
脚
に
馬
の
屎
染
み
た
り
。
い
は
く
、「
わ
れ
今
来
む
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
物
を
置
け
」
と
い
ふ
。
待
て
ど
も
来
ら
ず
。
そ
ゑ
に
往

き
て
弟
を
問
ふ
。
弟
答
ふ
ら
く
、「
知
ら
ず
」
と
い
ふ
。

こ
こ
に
内
心
に
思
ひ
怪
し
び
、
櫃
を
開
き
て
見
れ
ば
、
銭
百
貫
あ
り
。
常
の
ご
と
く
に
花
香
と
油
と
を
買
ひ
て
、
千
手
の
前
に
擎
げ
往

き
て
見
れ
ば
、
そ
の
足
に
馬
の
屎
着
け
り
。
こ
こ
に
す
な
は
ち
疑
ひ
思
は
く
、「
菩
薩
の
貺
ひ
し
銭
か
」
と
お
も
ふ
。
三
年
を
過
ぎ
て
聆

く
、「
千
手
院
に
收
め
た
る
修
理
分
の
銭
、
百
貫
な
し
」。
よ
り
て
皮
の
櫃
は
、
そ
の
寺
の
銭
な
る
こ
と
を
知
り
ぬ
。
闓
か
に
委
る
、
こ
れ

咸
観
音
の
賜
は
り
し
と
こ
ろ
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。（
以
下
略
）

本
説
話
の
概
要
は
、
諾
楽
の
左
京
の
九
条
二
坊
の
海
使
䒾
女
が
多
産
の
上
貧
窮
で
生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
た
め
、「
向
穗
寺
」
の
千
手
観
音

に
福
分
を
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
銭
百
貫
を
賜
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
衣
を
着
せ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
観
音
の
足
に
馬
の

屎
が
つ
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
観
音
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
が
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
千
手
観
音
は
千
手
千
眼
観
音
と
い

い
、
千
は
広
大
無
辺
の
意
で
、
延
命
･滅
罪
･除
病
の
功
徳
が
あ
る
。
説
話
の
時
代
設
定
は
大
炊
天
皇
す
な
わ
ち
淳
仁
天
皇
の
時
代
で
、
天
平
宝

字
七
年
（
７
６
３
）
は
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
六
月
に
諸
国
に
疫
病
が
流
行
し
飢
え
て
い
る
も
の
が
多
く
、
大
和
国
も
賑
給
を
受
け
て
い

る
。
本
説
話
の
時
代
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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重
要
な
の
は
、
こ
の
女
性
が
貧
窮
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賛
に
「
夕
に
香
燈
を
焼
き
て
、
観
音
の
徳
を
願
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
観
音

に
常
に
花
香
と
油
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
「
六
種
供
養
」
の
花
香
･焼
香
･燈
明
で
、「
吾
奉
此
花
、
飛
十
方

作
、
仏
土
之
荘
厳
、
今
日
ケ
フ
奉
此
香
烟
、
浮
三
千
作
信
ノ
使
」
(31
行
)や
、
父
母
の
追
善
供
養
の
際
の
「
令
レ
蒙
二
献
花
ノ
十
種
ノ
功
徳
、
奉
香

ノ
十
箇
勝
利
一
」
(33
行
）
な
ど
の
よ
う
に
花
や
香
・
燈
明
を
奉
る
追
善
供
養
の
功
徳
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
以
外
で
も
、
先
述
し
た
中
巻

三
十
四
縁
や
中
巻
二
十
八
縁
で
も
、
貧
し
き
女
人
が
大
安
寺
の
丈
六
仏
に
、「
花
香
と
燈
を
買
ひ
て
、
丈
六
の
仏
の
前
に
参
ゐ
往
き
、（
中
略
）、

常
の
ご
と
く
に
福
を
願
ひ
、
花
香
と
燈
を
献
り
」
と
い
う
説
話
が
あ
る
。『
日
本
感
霊
録
』
で
も
、（
十
三
）「
観
音
の
像
に
祈
願
し
て
、
霊
の

祚
を
蒙
り
し
縁
」
で
は
、「
一
り
の
高
徳
の
女
人
有
り
、
燈
華
を
奉
ら
む
が
為
に
」
と
い
う
『
日
本
霊
異
記
』
と
同
様
な
善
行
の
説
話
が
同
様

に
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
説
話
で
は
、
貧
窮
し
た
女
性
が
花
香
と
燈
明
を
布
施
す
る
行
為
が
信
仰
上
尊
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
説
話
は
『
日
本
霊
異
記
』
以
外
で
も
見
ら
れ
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
よ
う
な
唱
導
に
用
い
ら
れ
る
覚
書
に
も
あ
る
こ
と
は
、
反
対
に
貧

窮
し
た
女
性
た
ち
が
多
く
存
在
し
、
宗
教
的
な
救
済
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
坂
江
渉
氏
は
、
古
代
の
社
会
が
飢
饉
が
蔓
延
す
る

人
間
の
生
存
に
と
っ
て
過
酷
な
社
会
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
律
令
国
家
か
ら
の
支
援
は
無
く
自
律
的
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た
め
婚
姻

や
再
婚
に
よ
る
配
偶
関
係
の
構
築
が
女
性
の
生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る(23
)。

中
巻
十
四
縁
・
三
十
四
縁
・
四
十
二
縁
で
共
通
す
る
の

は
、
恐
ら
く
女
性
に
両
親
や
配
偶
者
な
ど
の
生
活
を
維
持
し
て
く
れ
る
人
々
が
い
な
い
た
め
、
貧
窮
に
陥
っ
て
い
る
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
同
様
に
下
巻
十
一
縁
で
は
、
諾
楽
の
京
の
越
田
池
の
南
の
蓼
原
の
里
に
住
む
盲
目
の
女
性
が
、
娘
と
と
も

に
二
人
で
貧
窮
し
て
い
て
乞
食
を
し
て
い
た
が
、
里
の
中
の
蓼
原
堂
の
薬
師
如
来
に
参
拝
し
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
病
気
が
治
っ
て
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
配
偶
者
が
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
盲
目
で
あ
る
こ
と
が
、
貧
窮
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
先
の

宝
亀
四
年
の
太
政
官
符
案
で
は
、「
鰥
寡
孤
独
窮
乏
及
疾
疹
之
徒
、
不
能
自
存
七
百
人
各
三
斗
」
に
賑
給
せ
よ
と
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
女

性
の
事
例
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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Ⅳ
，
貧
窮
す
る
女
性
説
話
の
共
通
点

以
上
、
貧
窮
す
る
女
性
が
主
人
公
と
な
る
中
巻
十
四
縁
・
三
十
四
縁
・
四
十
二
縁
を
検
討
し
た
が
、
実
は
そ
れ
以
外
に
も
同
様
な
説
話
が

『
日
本
霊
異
記
』
に
あ
る
。
そ
れ
は
中
巻
二
十
八
縁
で
、
貧
困
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、「
聖
武
天
皇
の
み
世
に
、
奈
羅
の
京
の
大
安
寺
の

西
の
里
に
、
ひ
と
り
の
女
人
あ
り
き
。
極
め
て
貧
し
く
、
命
活
く
る
に
由
な
く
し
て
飢
ゑ
た
り
」
と
あ
り
、「
大
安
寺
の
丈
六
の
仏
、
衆
生
の

願
ふ
と
こ
ろ
を
、
す
み
や
か
に
能
く
施
し
賜
ふ
。
花
香
と
油
と
を
買
ひ
て
、
丈
六
の
仏
の
前
に
参
ゐ
往
き
、（
下
略
）」
と
あ
っ
て
、
貧
窮
の
身

で
あ
り
な
が
ら
花
香
と
油
を
大
安
寺
の
丈
六
仏
に
献
じ
て
祈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
日
「
大
安
寺
の
大
修
多
羅
供
の
銭
」
と
短
冊
に
書
か
れ

た
銭
四
貫
が
門
の
所
に
あ
っ
た
の
で
寺
に
返
納
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
あ
る
日
「
大
安
寺
の
成
実
論
宗
分
の
銭
」
と
書
か
れ
た
銭
四
貫
が
あ
り
、

こ
れ
は
女
人
の
信
仰
に
大
安
寺
の
丈
六
仏
が
感
応
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
女
人
に
賜
り
、
そ
の
後
女
人
は
豊
か
に
な
っ
て
長
生
き
し
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
。

大
安
寺
の
丈
六
仏
の
功
徳
の
力
は
上
巻
三
十
二
縁
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
巻
二
十
八
縁
で
重
要
な
の
は
、
中
巻
四
十
二
縁
の
貧
窮
で
生

活
に
苦
し
ん
で
い
た
海
使
䒾
女
が
向
穗
寺
の
千
手
観
音
に
福
分
を
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
「
千
手
院
に
收
め
た
る
修
理
分
の
銭
、
百
貫
」
を
賜
っ

た
説
話
と
内
容
が
類
似
す
る
。

一
方
、
中
巻
四
十
二
縁
の
「
そ
の
妹
来
た
り
、
皮
の
櫃
を
姉
に
寄
せ
て
往
く
。
脚
に
馬
の
屎
染
し
み
た
り
。
(中
略
)。
こ
こ
に
内
心
に
思
ひ

怪
し
び
、
櫃
を
開
き
て
見
れ
ば
、
銭
百
貫
あ
り
。
常
の
ご
と
く
に
花
香
と
油
と
を
買
ひ
て
、
千
手
の
前
に
擎
げ
往
き
て
見
れ
ば
、
そ
の
足
に
馬

の
屎
着
け
り
。
こ
こ
に
す
な
は
ち
疑
ひ
思
は
く
、
菩
薩
の
貺
ひ
し
銭
か
と
お
も
ふ
」
と
い
う
点
は
、
中
巻
十
四
縁
・
三
十
四
縁
の
乳
母
に
黒
衣

を
着
せ
た
と
こ
ろ
後
で
見
る
と
観
音
に
そ
れ
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
内
容
と
共
通
す
る
。
こ
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
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①
中
巻
十
四
縁
：

女
王
―
吉
祥
天
女
＝
乳
母

②
中
巻
三
十
四
縁
：
孤
の
嬢
女
―
観
音
＝
乳
母
ῪΎῬ
同
類
異
話

③
中
巻
四
十
二
縁
：
海
使
蓑
女
―
千
手
観
音
＝
足
に
馬
屎
→
千
手
院
修
理
分
銭
百
貫

④
中
巻
二
十
八
縁
：
貧
し
い
女
―
大
安
寺
丈
六
仏
＝
成
実
論
宗
分
銭
四
貫

ῪΎῬ
同
じ
功
徳
Ὺ―Ύ―Ῥ
同
モ
チ
ー
フ

す
な
わ
ち
中
巻
十
四
縁
と
三
十
四
縁
は
、
登
場
人
物
と
信
仰
対
象
が
吉
祥
天
女
か
観
音
か
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
類
異
話
で
あ

る
。
中
巻
四
十
二
縁
も
乳
母
へ
の
衣
が
足
の
馬
の
屎
に
替
わ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
モ
チ
ー
フ
と
し
て
捉
え
て
良
い
。
さ
ら
に
中
巻
四
十
二
縁
と

二
十
八
縁
は
、
仏
に
花
香
と
燈
を
献
じ
て
信
仰
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
寺
院
が
保
有
す
る
財
産
が
善
報
と
し
て
報
わ
れ
る
点
が
共
通
す
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
四
話
は
、
ほ
ぼ
同
じ
説
話
群
と
し
て
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
共
通
す
る
説
話
群
の
存
在
は
、『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
道
場
法
師
説
話
群
」
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
「
道
場
法
師
説
話
群
」

は
、
背
景
に
美
濃
・
尾
張
を
舞
台
と
し
た
陸
上
交
通
・
水
上
交
通
網
が
存
在
し
て
説
話
の
形
成
・
伝
播
に
影
響
し
た
こ
と
を
別
稿
で
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
が(24
)、

こ
こ
で
も
同
様
な
こ
と
が
説
話
の
形
成
・
伝
播
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
ず
こ
の
四
話
に
共
通
す
る
の
は
、
説
話
の
舞
台
で
あ
る
。
中
巻
十
四
縁
は
貧
し
き
女
王
が
「
諾
楽
の
左
京
の
服
部
堂
」
に
参
拝
し
て
福
分

を
祈
り
、
そ
の
結
果
「
故
京
」
か
ら
食
事
が
届
い
た
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
ら
か
に
平
城
京
が
舞
台
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
。
ま
た
中
巻
三

十
四
縁
で
は
「
諾
楽
の
右
京
の
殖
槻
寺
の
ほ
と
り
の
里
」、
中
巻
四
十
二
縁
で
は
「
海
使
蓑
女
は
、
諾
楽
の
左
京
の
九
条
二
坊
の
人
な
り
」
と

あ
り
、
中
巻
二
十
八
縁
で
も
「
奈
羅
の
京
の
大
安
寺
の
西
の
里
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
、
明
ら
か
に
平
城
京
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
こ

れ
ら
の
女
人
が
詣
で
た
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
「
左
京
の
服
部
堂
」・「
向
穂
寺
」（
穂
積
寺
）・
大
安
寺
で
あ
り
、
中
巻
三
十
四
縁
で
も
邸
内
に
あ
る

観
音
堂
で
は
あ
る
が
、
付
近
に
は
殖
槻
寺
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
内
「
左
京
の
服
部
堂
」
に
つ
い
て
は
、
元
興
寺
の
中
に
あ
っ
た
小
塔
院
吉

祥
天
女
堂
と
い
う
説
や
吉
祥
寺
町
の
吉
祥
天
女
堂
と
す
る
説
が
あ
る
が(25
)、『

七
大
寺
巡
礼
行
記
』
に
は
「
服
寺
」
の
名
が
見
え
、「
西
大
寺
田
園

目
録
」
に
は
「
添
上
郡
左
京
九
条
三
坊
四
坪
内
二
段
〈
字
辰
市
ノ
南

八
鳥
〉」
と
あ
っ
て
、
こ
の
「
八
鳥
」
が
「
服
部
」
で
「
服
部
堂
」
を
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指
す
と
い
う
説
も
あ
る(26
)。

同
様
に
「
向
穂
寺
」
も
「
穴
穂
寺
」・「
穂
積
寺
」
と
す
る
説
が
あ
る
が
、「
西
大
寺
田
園
目
録
」
に
は
左
京
九
条
四

坊
二
坪
一
段
に
「
ホ
ツ
ミ
堂
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東
九
条
町
を
故
地
と
す
る
「
穂
積
寺
」
説
が
最
も
有
力
で
あ
ろ
う(27
)。

ま
た
殖
槻
寺
は
先

述
し
た
平
城
京
右
京
九
条
三
坊
付
近
の
殖
槻
八
幡
宮
周
辺
や
そ
の
周
辺
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
よ
う
に
「
服
部
堂
」
や
「
向
穂
寺
」、「
殖
槻
寺
」
の
比
定
地
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
説
話
の
中
に
こ
れ
ら
の
寺
院
が
登
場
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
説
話
の
舞
台
の
背
景
に
京
内
の
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
大
安
寺
関
係
の
説
話
に
つ
い

て
も
、
中
巻
二
十
八
縁
以
外
で
も
上
巻
三
十
二
縁
で
も
大
安
寺
の
丈
六
仏
の
功
徳
を
物
語
る
説
話
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
安
寺
を
中

心
と
す
る
布
教
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
安
寺
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
説
話
に
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
寺
院
の
比
定
地

は
九
条
を
中
心
と
し
た
地
域
に
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
は
平
城
京
の
左
京
か
ら
右
京
へ
か
け
て
薬
師
寺
や
大
安
寺
の

南
の
九
条
を
中
心
に
し
た
地
域
で
あ
る
（
図
一
）。
そ
れ
ゆ
え
、「
貧
窮
す
る
女
性
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
説
話
は
、
こ
の
地
域
を
中
心
に
布
教
の

際
唱
導
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
殖
槻
寺
は
藤
原
氏
を
介
し
て
興
福
寺
や
前
山
寺
と
も
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
経
典
関
係
で
も
東
大
寺
や
薬
師
寺
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

が
「
正
倉
院
文
書
」
に
見
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
寺
院
間
を
僧
侶
た
ち
が
交
通
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
中
巻
十
四
縁
と
三

十
四
縁
の
同
類
異
話
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
僧
侶
が
関
係
し
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
中
巻
四
十
二
縁
や
中
巻
二
十
八
縁
も
加

わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
説
話
群
と
し
て
、
理
解
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ⅴ
，
お
わ
り
に

「
道
場
法
師
説
話
群
」
の
中
巻
四
縁
や
二
十
七
縁
は
、
実
は
道
場
法
師
で
は
な
く
そ
の
孫
娘
が
活
躍
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
痛
快
な
強
い
女

性
の
物
語
は
、
反
対
に
当
時
の
女
性
た
ち
が
日
常
的
に
弱
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
宗
教
的
な
救
済
の
た
め
に
僧
侶
た
ち
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図１ 『日本霊異記』の平城京関係図

１．東大寺 ２．興福寺 ３．元興寺 ４．大安寺 ５．薬師寺

６．殖槻寺（推定） ７．海使䒾女宅（推定） ８．服寺（推定）

９．穂積寺 10．東市 11．西市 12．蓼原堂（推定） 13．山村里



が
布
教
の
対
象
と
し
て
女
性
に
説
法
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
女
性
が
登
場
す
る
理
由
は
、
社
会
的
な
弱
者
と
し

て
の
女
性
が
宗
教
的
救
済
を
求
め
て
い
た
と
い
う
社
会
的
背
景
が
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
貧
窮
す
る
女
性
を
主
人
公
と
す
る
四
話
の
説
話
に
は
類
似
す
る
点
が
多
く
、
同
じ
説
話
群
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら

の
女
性
が
い
ず
れ
も
京
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
八
世
紀
中
頃
の
平
城
京
生
活
者
の
生
活
状
況
、
と
く
に
病
気
や
配
偶
者
や
保
護

者
の
い
な
い
女
性
に
と
っ
て
は
生
き
て
い
く
の
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
救
済
を
物
語
る
感
応
譚
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
、
京
内
を
唱
導
す
る
僧
侶
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
京
内
も
説
話
の
舞
台
の
検
証
か

ら
、
九
条
を
中
心
と
す
る
平
城
京
の
ほ
と
ん
ど
外
縁
に
近
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
平
安
京
で
も
朱
雀
門
前
な
ど
で
「
京
城
貧
窮

者
」
に
賑
給
が
行
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
京
の
外
縁
に
は
貧
窮
者
が
集
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
そ

こ
で
僧
侶
に
よ
る
唱
導
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
布
教
す
る
僧
侶
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
で
あ
る
か
、
ま
た

そ
の
布
教
の
舞
台
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註

(1
)
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
日
本
霊
異
記
』
(小
泉
道
校
注
)一
四
一
～
一
四
三
頁

新
潮
社

一
九
八
四
年
。
以
下
『
日
本
霊
異
記
』
は
こ
れ
を
用
い
る
と

と
も
に
、『
考
証
日
本
霊
異
記
』
中

本
郷
真
紹
監
修
山
本
崇
編
集

法
藏
館

二
〇
一
八
年
も
参
照
し
た
。

(2
)
播
磨
光
寿
「
吉
祥
天
感
応
(中
13
)」『
日
本
霊
異
記

古
代
の
文
学
四
』、
池
辺
実
「『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
十
三
縁
吉
祥
天
女
説
話
に
つ
い
て
」『
文

芸
研
究
』
四
七

一
九
七
八
年
、
魚
尾
孝
久
「
吉
祥
天
信
仰
と
吉
祥
天
説
話
―
日
本
霊
異
記
中
巻
第
十
三
・
十
四
話
を
中
心
と
し
て
」『
国
文
学
試
論
』
五

一
九
七
八
年
、
守
屋
俊
彦
「
吉
祥
天
女
へ
の
恋
」『
日
本
霊
異
記
論
―
神
話
と
説
話
の
間
』
和
泉
書
院

一
九
八
五
年
、
福
田
ひ
で
み
「『
霊
異
記
』
に
み

る
吉
祥
天
女
感
応
譚
」『
大
宰
府
国
文
』
九

一
九
九
〇
年
、
石
井
公
成
「
行
為
と
し
て
の
信
と
夢
見
」『
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
五

二
〇
〇
二
年

(3
)
『
大
日
本
古
文
書
』
一
六
―
四
九
三
、
九
―
四
九
八
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(4
)
日
本
古
典
思
想
大
系
『
律
令
』
禄
令

三
〇
八
頁

岩
波
書
店
、
以
下
『
律
令
』
は
日
本
古
典
思
想
大
系
を
用
い
る
。

(5
)
『
律
令
』
後
宮
職
員
令

二
〇
二
頁

(6
)
伴
瀬
明
美
「
八
～
九
世
紀
に
お
け
る
皇
子
女
扶
養
体
制
に
つ
い
て
」『
続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
六

一
九
九
七
年
、
勝
浦
令
子
「
乳
母
と
皇
子
女
の
経
済

的
関
係
」『
史
論
』
三
四

一
九
八
一
年

(7
)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
二

二
六
八
頁

岩
波
書
店
。
以
下
『
続
日
本
紀
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
を
用
い
る
。

(8
)
同
『
続
日
本
紀
』
二

補
注
十
一
―
三
十
九

五
五
六
頁

(9
)
同
『
日
本
霊
異
記
』
一
八
七
～
一
九
一
頁

(10
)
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
元
亨
釈
書
』
巻
十
六

(11
)
「
薬
師
寺
三
綱
牒
」（『
大
日
本
古
文
書
』
十
二
―
四
三
九
、「
僧
綱
牒
」（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
一
九
、「
殖
槻
寺
鎮
三
綱
牒
」（『
大
日
本
古
文
書
』

五
―
五
一
九
な
ど

(12
)
佐
藤
靖
子
「『
植
槻
道
場
縁
起
』
と
薬
師
寺
講
堂
三
尊
」『
芸
術
学
研
究
』
一

東
京
教
育
大
学
芸
術
学
研
究
会

一
九
七
四
年

(13
)
保
井
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
志
』
大
和
史
学
会

一
九
三
二
年
、
福
山
敏
男
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
総
芸
舎

一
九
七
八
年
、『
大
和
郡
山
市
史
』

一
九
六
六
年

(14
)
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
令
義
解
』
戸
令
鰥
寡
条

一
〇
一
頁

(15
)
日
本
古
典
思
想
大
系
『
律
令
』
二
二
六
頁

岩
波
書
店

(16
)
同
『
律
令
』
二
三
五
頁

(17
)
『
続
日
本
紀
』
三

一
六
八
頁

(18
)
『
大
日
本
古
文
書
』
二
一
―
二
八
三
～
二
八
四

(19
)
吉
野
秋
二
「
平
城
京
に
お
け
る
災
異
と
救
済
」『
都
城
制
研
究
』
一
三

二
〇
一
九
年

(20
)
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
う
つ
ほ
物
語
』
一

俊
蔭

七
一
～
七
五
頁

小
学
館

一
九
九
九
年

(21
)
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下

二
九
五
頁

岩
波
書
店

(22
)
『
考
証
日
本
霊
異
記
』
中

四
二
七
頁

法
藏
館

(23
)
坂
江
渉
「
生
存
･生
殖
の
維
持
と
日
本
古
代
地
域
社
会
」『
歴
史
学
研
究
』
九
七
七

歴
史
学
研
究
会

二
〇
一
八
年
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(24
)
拙
稿
「
道
場
法
師
説
話
群
の
成
立
」『『
日
本
霊
異
記
』
説
話
の
地
域
史
的
研
究
』
法
藏
館

二
〇
一
六
年

(25
)
狩
谷
棭
斎
『
日
本
霊
異
記
攷
証
』
日
本
古
典
全
集

九
一
頁
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系

奈
良
県
の
地
名
』
五
二
八
頁

平
凡
社

一
九
八
一
年

(26
)
「
服
寺
と
蓼
原
堂
」
前
掲
註
十
三
福
山
著
書
、『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
総
芸
舎

一
九
七
八
年

(27
)
『
考
証
日
本
霊
異
記
』
中

四
九
三
頁
補
注
、『
奈
良
県
史
』
第
六
巻

寺
院

名
著
出
版

一
九
九
一
年
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